
















要約:都市における母子保健サービスのあり方について川崎市をモデルに検討した。①保健

所の乳幼児健診受診者 35,744 人中問題のあった者は 20.1%で,その半数は育児上の問題で

ある。②育児をとりまく実態調査を行った結果 71.2%が育児上の問題で困ったことがある

と答えており 23.8%の母親が心身何れかの不調を訴えている。また,77.4%が育児について

相談しあう仲間づくりを希望していた。③育児の仲間づくりをめざして育成した43 の育児

グル一プの参加者 449 人を調査した結集 7O.9%に育児や健康生活上望ましい変化がみられ

た。グルーブ育成のきっかけは 58.1%が母親学級や健康診査,健康教室からである。 

現在,母子保健対策は健康診査に重点がおかれているが,発生予防や健康づくりの観点から,

健康教育や個別相談も充実強化し体系化すると共に,電話による育児相談や育児グループ

育成を母子保健の中に位置づけ事業化することが望まれる。 


